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Botrytis cinerea Persoon k関する研究
第 1報培養的性質について
野中福次・森田昭
（植物保護学教室）
Studies of Botヮtiscinerea Persoon 
Part I. On the cultural properties. 
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Comparative studies on the cultural properties and pathogenicities of more than 80 
isolates of Botrytis cinerea Persoon isolated mainly from petals of 56 species of plants were 
made. 
Isolates having the optimum growth temperature of 20。Cfor the mycelial growth in 
culture were about 80 per cent of the total. While the isolates having optimum tempera-
ture of 25°C were 15 per cent and the ones of optimum temperture of 15。Cwere 6 per 
cent. 
Concerning to the morphological differences of sclerotia of the isolates formed on media 
at their respective optimum temperatures for their mycelial growths eight sclerotia types 
were divided (Fig. 2 and Plate). The isolates that belonged to type II which formed 
large sclerotia (diameter about more than 5 mm) sparsely over the whole surface of media 
occupied 70 per cent of whole isolates. While 80 per cent of the isolates varied their 
sclerotia types to the other when the culture temperatures were di妊ered. Among the 
changed sclerotia types, type II was the most frequently observed. 
Most members of these isolates produced conidia vigourously at 10。Cthough scarcely 
at 20。Cand above this temperature. As to the relation between the types of sclerotia of 
these isolates and the easiness of their sporulation at 10°C, isolates having the sclerotia 
type I were the most vigourously sporulated ones. 
Isolates that showed strong pathogenicity to petals of azalea showed also the same 
strong pathogenicity to leaves of broad bean, and most of them belonged to the group 
forming sclerotia type II. 
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摘 要
56種の植物の主として花弁から Botrytiscinerea Persoonの菌株80余を分離し，これらの菌株
の培養的性質，培地上lζ形成される菌核型および病原性について比較検討した．
本菌の培地上での菌糸伸長は， 20°cを適温とする菌株が全菌株の79%を占め，これについで－
25°Cを適温とするものが15%,l5°Cを適温とするものが6%であった．
培地上に形成される菌核型を8つの型（第2図，図版）に分けた．そしてこれに従って供試菌
株を分類した結果，各菌株の培養適温では大型菌核を形成するE型が全菌株の70~ぢを占めて最も
多かった．しかしこれらの菌核型は同一菌株でも培養温度が異なると変化するものが多く，その
ような菌株数は全菌株の79%を占めた．乙の場合E型菌核lζ変化する菌株が多かった．
本菌の分生胞子形成は10°Cで最も多くみられ， 20°c以上ではほとんどみられなかった． ま
た10°Cで比較するとE型の菌核型を示す菌株が最も多くの胞子を形成した．
ツツジ花弁lと対する病原性が強い菌株はソラマメ葉lと対する病原性も強く，またこのような病
原性の強い菌株はその大部分が皿型菌核を形成するものであった．
I.緒言
Botrytis cinerea Persoonは代表的な多犯性菌で，多肉多汁の各種植物の果実，花弁およびそれ
らの茎葉を広く侵す灰色カビ病の病原菌として知られており，原6）は日本における本菌の寄主植
物として60郡をあげている．従って Botrytiscinereaの病原性についての研究は1,7,8, 10, 11, 13, 14）従
米からJよく行なわれてきたが，わが国では沌元12）が14Wiの純物から得た Botrytis菌の比較を行
ない，病原菌の形態， Ji＼＇地上の性質，菌核形成の状態から少なくとも2～3種の系統に分けられ
ると報告している．また吉井（啓） 16）らは Botrytis属菌の分生胞子の形態ならびに培養的性質，と
くに菌絞型を中心lとして，本菌を6系統に分けている．
本報告では， 56種の植物の主として花弁から80余の菌株を分離して，それらの菌株の培養的性
質，培地上での菌核形成について観察し，また病原性を調べて， これらのiお株聞に差異があるか
どうかについて検討をこころみた．
I. 培養温度と各菌株の菌糸伸長との関係
1. 実験方法
本実験lと供試した菌株は第1表lζ示すとをりである．その大部分は花弁から分離したもので，
第2表 IO。， 15°,20。，25',30°Cを適温とする B.cinereaの菌株数
Table 2. Relation between the optimum temperature for mycelial 
growth on media at IO。， 15。， 20。， 25°,30'C and the 
numbers of isolates of B. cinerea. 
if!ola~ ＼＼＼ご竺入 10。C 15。C 20°C 25°C 
菌株数 。 5 62 1 Numbers of isolates 
全菌株K対する百分率
Per cent of whole isolates 
。 6 79 15 
30。C
。
。
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第 3表 15。，20。，25°Cをそれぞれ適温とする B.cinerea各菌株の24時間当り
の菌糸伸長度
Table 3. Mycelial growth rate of isolates of B. cinerea in their optimum growth 
temperature every 24 hours at 15°, 20。， 25°C
瓦「＼ゴ！？ι1100 
15。Cを適温とする菌株
Isolates adapted for mycelial growth 
at IS°C 
20。Cを適温とする菌株
Isolates adapted for mycelial growth 
at 20。C
25°Cを適温とする菌株
Isolates adapted for mycelial growth 
at 25。C
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第 l図 15。c,20。c,25。Cをそれぞれ適温とする菌群の24時間当り
の菌糸伸長度
Fig. !. Mycelial growth rate of groups of isolates of Botワtiscinerea in 
their optimum growth temperature of 15。c,20。C,25°C, respec-
tivility, every 24 hours. 
分離は熊糖加用馬鈴薯煎汁寒天（PDA）培地を用い，常法lζより行なった．
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培養試験に当っては，これらの菌株の中から78菌株について， PDA桔：地上で2日間培養し，
その菌叢の囲りに径 5mmのろ紙を置き，ろ紙上に何Iびた菌糸を接種源とし，同じ PDA培地
lOmlを流した径 90mmのベトリー皿の中央に接積し，各培養温度（10°C,15°C, 20°C, 25°C, 
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30°C）において24時間毎lζ菌糸伸長度を測定した．試験は3回反復行なった．
2. 実験結呆
1) 各菌株の菌糸伸長最適温度
各培養温度の中で， 78菌株のそれぞれが最高の菌糸伸長を示した温度に属する菌株数を表示し
たものが第2表である．それによると l0°C,30°Cを適温とする菌株はなく， 15°C, 20°C, 25°C 
を適温とする 3群lζ分けられる．なかで－も 20°cを適温とする菌株数が全体の約80%を占め， こ
れについで、 25°C を適温とするものが 15~払 15。C を適温とするものが 6%であった．
2) 各菌株の適温における菌糸伸長度
15°C, 20°C, 25°Cをそれぞれ適温とする菌群の菌糸伸長の傾向を各培養温度について示したの
が第3表および第1図である．これによると各適温における菌糸伸長は大差なく， 30°Cでは各
菌群とも生育は僅かであった．
皿培地上における菌核型と胞子形成
1. 実験方法
供試菌78菌株を前試験と同様にして培養し，培養20日目l乙培地上lζ形成される菌核型を第2図
のような模式図によって8つの型に分類した．略述すれば次のようである．
< r > c I > ( 1l ) <lV) 
CV) （有） ("Wf) t胃）
第2図培地上fC形成される B.cinereaの8菌核型
Fig. 2. Schematic diagram of eight sclerotia types of B. cinerea formed on media. 
(I) I型菌核： ベトリー皿金面lこ小型菌核（径 lmm以下）を多数形成
Sclerotia type I: Numerous small sclerotia (diam. about I mm) were formed over the whole surface 
of media. 
(II) H型菌核： ベトリー皿金面lζ中型菌核（径2mm内外）を形成
Sclerotia type II: Moderate large sclerotia (diam. about 2mm.) were formed over the whole surface 
of media. 
(Il) E型菌核： 大型菌核（径5mm内外）をベトリー皿全面にまばらに形成
Selerotia type III: Large sclerotia (diam. about more than 5mm) were formed sparsely over the 
whole surface of media. 
(IV) IV型菌核：菌核塊をリング状lζ形成
Sclerotia type IV : Ma田 ofsclerotia were formed annularly on media. 
(V) V型菌核：菌核形成せず、気中菌糸が旺盛IC生育
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Sclerotia type V : Sclerotia were not formed and aerial mycelia grown vigourously on media. 
1在型菌核：気中菌糸の生育旺盛、菌核を器壁Kのみ形成
Sclerotia type VI: Aerial mycelia grew vigourously and sclerotia were formed only in brim of petri 
dish. 
(Vil) W型菌核：平偏大型の菌核を多数ベトリー皿全面K形成
Sclerotia type VII: Flat large sclerotia (diam. about 3～5mm) were formed numerously over the 
whole surface of media. 
(VII) m型菌核：大型及び中型菌核をリング状l乙密生する
Sclerotia type VIII: Large and moderate sclerotia were formed annularly. 
I型：ペトリー皿金面lζ球形の小型菌核（径 lmm以下）を多数形成する．
E型：ペトリー皿金面に球形または楕円形の中型菌核（長径 2mm内外）を形成する．
国型：；球形，楕円形または不正形の大型菌核（長径 5mm以上）を小数（20個内外）散生する．
N型：菌核塊をリング状lζ形生する．
V型：気中菌糸の伸長が旺盛で，菌核形成がほとんどみられない．
VI型：：気中菌糸の伸長が旺盛で，菌核の形成が器墜にのみみられる．
四型：長径 3～5mmの不正形扇平状の大型菌核をペトリー皿全面に多数生ずる．
W型：大型および中型菌核をリング状lζ密生する．
また胞子形成を調査した．分生胞子形成の有無ーおよび量は肉眼で判定し，その量の表示法とし
ては，ベトリー皿金面l乙胞子を形成したものを出，形成しないものをーとし，この聞を3段階l乙
分けた．
2. 実験結采
1) 培地上に形成される菌核型
培地上の菌核の形成様式を類別すれば第2図のようになり，その実態写真の1部を示したのが
図版である．これらの菌核型は同一菌株でも培養温度により変化するのが多いように思われた
ので，それらの関係を確かめるため，全菌株を 10°c,l5°C, 20°C, 25°C, 30°Cでそれぞれ培養し
福度の変化により菌核型がどのように変動するかを調べた．その結果は第4表lζ示す通りで
第4表 各培養温度における各菌核型の菌株数
Table 4. Numbers of isolates which their eight sclerotia types arised at 
IO。C,15°C, 20。C,25°C, 30。C,respectivility. 
て，
温度
Temp. Total 
30 
53 
182 
23 
31 
32 
5 
30 
30°C 
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?
?
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?
?
?
。，??
?
25。C
?
?
???
20。C
????
?
?
? ?
15°C 
?????
I0°C 
????
?
?
?
?
??
， ?
?
。??
?
菌核型
Sclerotia 
?????
ある．各温度を通じて，全般的lζ最も多くみられる菌核型は大型菌核を作るE型であるが，それ
もl0°Cで減少し， 30。Cではさらに激減する．温度別にみてみると， l0°Cでは E型の中型菌核
を作るものが増え， l5°CではE型についでI却の小型菌核を作るものが多かった. 20°C, 25°C 
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では圧倒的にE型が多いのに対し， 30°Cでは大型，小型菌核をリング状lζ混合して作る咽型が
顕著に増えた．このように培養温度lとより同一菌株でも菌核型は変化することが分ったが，それ
らの変動の型とその頻度を示したものが第5表である． ζの表からして菌核型 I,I, il型の間
第5表培養温度による菌核型の変動
Table 5. Changes of sclerotia types at different temperature in culture. 
菌 核 菌核型変動の様式 菌株数 全菌株lζ対する百分率
Sclertium Modes of transformation of Number of Per cent of whole 
sclerotia types isolates isolates 
H ←一一一一一一一一→ E 28 36 (%) 
I←一→ E←一→ E 8 10 
変動型菌
I←一一一一一一→ E 5 6 
Isolates of E←一→ E ←一→ N 4 5 transforming type 
E ←一一一一一一→ N 4 5 
others 13 17 
固定型菌 E 一一ー一一一一一一一一－ il 15 19 
Isolates of not others 2 2 transformin号type
には変動が多くみられ，その数は，全菌株数の50%以上を占め，その中でも培養温度が l0°Cか
ら15°Cになった場合， E型のr[1J!2 T箱核から mi~の大I~~l器核l乙変わるものが全体の36%もあった．
これに対して地養混度が変わっても変動しない悶定型は全閣株の約20%で，その中でも大部分が
E型の大型菌伎を形成する菌株であった．このことから椛地上K形成される菌核型は必ずしも菌
株固有のものではなく，培養温度によってその多くは変化することが分かった．
従って菌株の菌核型を比較する場合の 1つの基準として，それぞれの菌株の菌糸伸長適温で比
較することが必要であると考え，各菌株の適混で培養した場合，各j¥j核JWIと所属する菌株数を表
示したのが第6表である．これらの表から明らかなようにE型の大型i指紋を形成するものが全体
第6表 各菌株の菌糸伸長適温における菌核型の菌株数
Table 6. Numbers of isolates of sclerotia type at their optimum temperature 
for mycelial growth. 
Il il N v VI VI VI 
一＼～ー ～J
N菌umber株ofisol数ates 5 2 55 7 8 。 。
全菌株ICf対wすhoるle百is分ola率tes 7 3 69 9 10 。 ワ 。Per cent o 
の約70%を1!5め，前の温度別試験の結果と同様に， B.cinereaの菌核型はE型が代表的な菌核型
ということができる．
2) 培養温度と分生胞子形成との関係
培養温度と大型分生胞子形成との関係を示したのが第7表である．表によって明らかなよう
に， l0°C,l5°Cで胞子を形成する菌株が多くみられ，その中でも， 10°Cが最も良好で，胞子量
も多かった．これに対し， 20°C,25°Cでは胞子を形成する菌株は少なく， 30°Cでは全く形成を
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みなかった．
培養温度と分生胞子形成との関係
Relation between temperature in culture and sporulation. 
IO* 
53 
71 
72 
78 
＋＋＋＋ 
? ?
????
＋＋＋ 
????
＋＋ 
?
??
＋ 
???????，??
ーー＊＊
第7表
Table 7. 
＼＼＼ 胞子形成
混度－－－－－～~ Sporulation 
Temp. ～～～～～～～～～ 
30。C
＊数値は菌株数， Numbersof isolates 
料ー：胞子形成無し， Nonsporulation, Hlf：胞子形成最多， Mostabundant sporulation 
3) 分生胞子形成と菌核型との関係（培養温度 10°Cにおいて）
10°C における分生胞子形成と菌核型との関係を示したのが第8表で，中型菌核を形成する E
胞子形成量と菌核型との関係
Relation between sporulation and sclerotia type. 
第 8表
Table 8. 
胞子量
Sclerotia type 
? ??
?
?
， ． ?
???
?
? ? 〜 ?
四VIl VI v N II I 
。。2 2 。4 12 3* 多（＋＋＋～＋＋＋＋）Abundant 
僅少 （ー ～＋）
Weak or absent 
。3 4 16 6 4 
＊菌株数， Numbersof isolates 
型菌で多量の胞子を形成するものが多く，大型菌核を形成するE型菌では胞子を形成する菌株が
少ない傾向を示した．
Botrytis cinereα各菌株の病原性
A. ツツジ花弁に対する病原性
1. 実験方法
供試菌として B.cinerea 79菌株， Botrytisfabae （ソラマメ葉からの分離菌） 1菌株， Sclerotinia
sclerotiorum （ナタネからの分離菌） 2菌株を用い，供試植物としてクルメツツジを用いた．各菌
株を 25°Cで4日間培養し，その菌叢を径 4mmのコノレクボーラーで打ち抜き接種源とし，湿室
状態にした4つ切りパットに花弁を並べ，その中央lζ接種し， 2日間 25°Cにおいた後病原性を
調べた．病原性の強弱は全面積に対する病斑面積率であらわし，その面積が80%以上， 50～79%,
10～49~弘 1～9%の 4段階に分けて調べた．
2. 実験結果
1) B. ciπereaのツツジ花弁lと対する病原性
結果は第9表にみられるとおりで，強い病原性を示した ものが63%であ（病斑面積807ぢ以上）
IV. 
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るのに対し，弱い病原性を示した（病斑面積 1 ～ 9~ぢ）ものが 9%であった．また供試菌中病原
性を示さないものはなかった.B.fabaeも強い病原性を示したが， S.sclerotiorumは病原性を示
さなかった．
第9表 ツツジ花弁l乙対する Botワtisspp.の病原性
Table 9. Pathogenicities of Botワtisspp. for petals of azalea. 
病原菌 病斑面積 菌 株 数
P全er菌c株edtL.o対fすwhるo;;
Fungi Lesion area Numbers of isolates isolates 
80 % 50 63 % 
50～79 % 14 18 % 
Botr ytis cinerea 
IO～49 % 8 IO % 
I～ 9 % 7 9 % 
B.fabae 94 % 
S. sclerotiorum 1 % 
2) ツツジ花弁に対する病原性と菌核型との関係
病斑面積が95%以上の最も強い病原性を示した10菌株と病斑面積が10%以下の弱い病原性を示
した8j'.i¥j株について， 25°CでのJ'.l¥i核型を比絞したのがt!HO表である．それによると病原性の強
～～～～～～ 
第10表 Botrytis cinereaのツツジ花弁IC対する病原性と菌核裂との関係
Table 10. Relation between the pathogenicitics for petals of azalea and 
the sclerotia type of isolates. 
病原性 1 ～～～＿ Sc ro i yp 巴 I il IV V IV VI ¥'I 
強（病斑面積 95%以上）
Severe (lesion area more than 95 % 。fwhole area) 
弱（病斑面積 10%以下）
Weak (lesion area les than 10% of 
whole area) 
＊数値は菌株数， Numbersof isolates 
。＊ 0 8 2 0 0 0 0 
0 2 3 0 0 
い菌株は本菌の代表的菌核型である大型菌核を形成する皿型菌が8菌株であった． これに対し病
原性の弱い菌株では，供試菌株数が少なく，一定の関係はみられなかった．
3) ツツジ花弁iζ対する病原性と胞子形成との関係
riJ試験と同様lζ病原性の強い10菌株と弱い7菌株について，これらの病原性と 10°cにおける
胞子形成量との関係を示したのが第11表である．とれによると病原性の強い菌株はすべて胞子形
成がみられ，とくにその大半は多量の大型分生胞子を形成する菌株であった．これに対し，病原
性の弱い菌株は胞子を形成しないものが多かった．
4) 花弁の色と病斑面積との関係
B. cinereaの79菌株を赤，桃，白の3種の色の呉ったクノレメツツジの花弁に接種して，その病
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斑面積を比較した結果，第12表のどとく差異は全く認められず，花弁の色と発痛度は無関係と考
えられる．
第lI表 ツツジ花弁IL対する病原性と胞子形成との関係
Table 1. Relation between the pathogenicit四 forpetals of azalea and 
the sporulation of isolates. 
胞Spo子rula形tio成n ＊ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋ 
強（病斑面積95%以上）
Severe (lesion area more than 95 % 。 3 5 
of whole area) 
弱（病斑面積 10%以下）
Weak (lesion area les than IO% of 4 2 。 。
whole area) 
＊ー：胞子形成せず， nosporulation; ＋：胞子形成わずか， weaksporulation; 
十： 胞子形成中程度， moderatesporulation; 悦：胞子形成多量abundantsporulation 
第12表 ツツジ花弁の色と Botrytiscinerea IC対する擢病度との関係
Table 12. Relation between the colour of petals and the susceptibility to 
Botrytis cinerea. 
病斑
Leswn 
病斑面積（%）
Lesion area infected 
B. ソラマメ成葉lζ対する病原性
I. 実験方法
R赤ed Pi桃nk 
72.2 76.8 
、v白hite 
72.8 
Total 
IO 
7 
実験方法は前のツツジ花弁の場合と同様にして行ない，供試菌として B.cinerea 77菌株， B.
fabae 3菌株， Botrytisallii 4菌株， S.sclerotiorum I菌株を用いた．供試植物はソラマメ（川副
在来種）の生育度の均一な成業に接種し， 20°cで5日聞置いた後病原性を調べた．病原性の判
定は第3図に示すように，病斑面積により 6段階lζ分け，小病斑を多数形成したもの以上を病原
性ありとして， 4段階lζ分けて行なった．
2. 実験結果
1) Botrytis spp.のソラマメ楽に対する病原性
供試菌85菌株を第3図lζ従って病原性を表示したのが第13表である. B. cinerea 77菌株の中の
59菌株（80%）が病原性を示し，その中の14菌株（18労）は病斑面積が25~ぢ以上を示した．これ
に対し，病原性を示さなかった菌株は4菌株（5 %）であった.B.fabaeはもちろん病原性を示
し， B.ali, S. sclerotiorumでは病原性はわずかしか認められなかった．
2) ソラマメ葉に対する病原性と菌核型との関係
ソラマメ葉iζ対して病原性の強い菌（朴～出） 14菌株，弱い菌（ー～±）を18菌株，それぞれ
選び，これらの菌と 20°cにおける菌核型との関係を表示したのが第14表である．前試験と同様
に病原性の強い萄は，そのほとんどが大型菌核（皿型）を形成するものであるのに対し，病原性
の弱い菌ではE型も多いが，それ以外のものも相当数含まれていた．
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第3図 Botrytis cinereaをソラマメ葉IC接種した場合の病原性
Fig. 3. Schematic diagram of lesions on leaves of broad bean inoculated with Botワtis
cznerea. 
：無病斑， Nonpathogenicity. 土：病原性不明確， Notstable pathogenicity. 
＋：病原性弱， Weakpathogenicity. 十十：病原性中， ModeratePathogenicity. 
H+：病原性大， Strongpathogenicity. H：病原性最大， Moststrong patho-
gemc1ty. 
第13表 Botワtisspp.のソラマメ薬IC対する病原性
Table 13. Pathogenicities of Botワtisspp. to leaves of broad bean ( Vicia 
Jaba Lふ
病原菌』＼＼＼、 Pa病og原eni性city ＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋ 
Botワtiscinerea 4* 14 28 17 10 4 (5) ** (18) (37) (22) (13) (5) 
BotワtisJabae 
Botrytis ali 2 
S. sclerotiorum 
＊数値は菌株数， Numbersof isolates. 
Total 
70 
(100) 
3 
4 
料（）は供試全菌株IC対する o/o. Parenthesized numbers were expressed as per cent of the al isolates. 
3) ソラマメ葉に対する病原性と胞子形成との関係
ツツジの場合と同様にソラマメに対する病原性と胞子形成の関係を示したのが第15表である．
乙の場合はツツジ花弁に対する試験（第11表）と異なり，胞子形成と病原性には関係はないよう
に思われる．
4) 各種菌株のソラマメ葉応対する病原性とツツジ花弁lζ対する病原性の比較
ソラマメ葉に対して強い病原性を示した 28,32, 62, 69号の4菌株と病原性を示さなかった
33, 35, 36, 66号の4菌株をツツジ花弁で試験した結果と比較したのが第16表である． これによ
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第14表 Botrytis cinereaのソラマメ葉IC対する病原性と菌核型との関係
Table 14. Relation between pathogenicities to leaves of broad bean and 
sclerotia types of B. cinerea. 
I il N v VI VI VIl 
強
Severe （＋＋＋～＋＋＋＋） 
。キ 13 。。。。。
弱 3 7 4 3 。。。Weak （～土）
＊数値は菌株数，Numbersof isolates 
第15表 Botワtiscinereaのソラマメ葉IC対する病原性と胞子形成との関係
Table 15. Relation between pathogenicities to leaves of broad bean and 
sporulation of isolates of B. cinerea. 
p病～ath～o原～ge：性i、.~脱1胞Sp~子r～ul～a形ti～o成n～ ｜ ＊ ＋ ＋＋ ＋＋＋ 十＋十十
5怠 4 5 4 。Severe (+ + ＋～＋＋＋＋） 
W弱eak （一～土） 5 7 2 2 
キ第1表l乙同じ， Dittotable 1. 
第16表 Botr；的 cinereaのソラマメ葉IC対する病原性とツツジ花弁lζ対する病
原との関係
Table 16. Relation between the pathogenicities to leaves of broad bean and that 
to petals of azalea. 
～～田接～種～nt植一m～物m～l～a回～～～～時蘭Is～ol＿：株.te～ I 沼 35 36 66 28 32 62 
103 
Total 
14 
18 
Total 
18 
14 
69 
ソラマメ葉 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋十＋＋＋＋＋Leaf of broad bean 
ツツジ花弁 6.2** 5.0 17. 7 97. 2 95.8 89.2 87.5 Petal of azaea 
＊ー ： 無病斑，Nolesion；州：病斑面積50%以上，Lesionarea more than 50% of whole area. 
料数値は全花弁面積IC対するhNumbers erpressed as per cent of whole area of petals. 
るとツツジ花弁lζ強い病原性を示す菌株はソラマメ葉lと対しでも強い病原性を示すようである．
v.考察
灰色カビ病菌 Botrytiscinerea Persoonは代表的な多犯性菌で，本菌に関する生理学的， または
病原学的研究l,7, 8, 10, 11, 13, 14）は従来から広く行なわれている．本試験では B.cinereaを56種の植物
の花器（主K花弁）から80余穫の菌株を分離し，これらの菌株の培養的性質を中心にして実験を
行なった．
まず，本菌の温度別の培養試験では 20°Cを適温とするものが全菌株の80必を占め， この他l乙
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25°C, 15°Cを適温とするものがそれぞれ15,S払6.Sぢであった．山本15）らは Botrytistul伊aeで，
菌糸の生育および菌核形成の適温はいずれも 20°cであることを報じているが，本菌の生育適温
も20°cを適温とするものが多いようである．また本菌を培養すると培地上lと容易に小型（長径
Imm以下），中型（長径 2mm前後），大型（長径5～IOmm）菌核およびこれらの集合体を形
成するが，これらの菌核型を吉井ら16）は6つの型lと分けて分類している．本試験では，各菌株
の温度別（10,15, 20, 25, 30。C）の培養試験，およびそれぞれの菌株を適温で培養した結果，
培地上に形成される菌株型を第2図，および図版に示すように8型に分けて調査した． しかし，
これらの菌核型は第5表にみられる如く，菌株固有のものではなく，培養温度によって変動する
ものが大部分で供試菌株の約80%を占めた．従って残りの20；；ぢの菌株が固定した菌株で－あった．
しかし，どのような温度条件下でも大型菌核を形成する E型が全般的に最も多く，例えば第6
表にみられるように，培養適温では供試菌株の約70%がE型を示した．このことから， B.cinerea 
の代表的な菌核型は大型菌核を形成するE型と考えられる．培養温度と菌核型との関係で1つの
特徴は， 10。CではE型の中型菌核を作るものが増えるということである．
培地上での分生胞子形成と培養温度との関係では， 10°Cで最も多くの菌株が分生胞子を形成
し，その形成量も多く，これに次いで， l5°Cが良好であった.15°C以上では極端に胞子形成は
劣った．山本らは B.tul伊leで 10°C以下で胞子形成を認めているが，本試験の結果も B.cinerea 
の胞子形成は低混の方が良好のようである．本菌の中にも l0°C以下でもよく伸長する低温菌が
存在するようで，さらに l0°C以下の低温についても検討する必要がある．菌核型と分生胞子形
成との関係をみるとE型fi核を作るものが胞子形成は良好で， E型菌核で－は少なかった． これは
前述したように， I氏1!filil皮 I0°CではEI＼~ri\i被を作る fl\j 株が僧えて， E型菌核は減少する ζ とと
~'Ill刻があるようである．
Botrytis菌の病原性をツツジの花弁とソラマメの葉について，澗ぺた結果，ツツジ花弁に対して
は供試した B.cinerea菌株の中， so；；ぢは病原性を示した.B.fabaeも勿論強い病原性を有してい
た．ソラマメ葉に対しでも，供試70菌株の中， 52菌株は病原性を示し，そのrjr14J!ET株は特l乙強い
病原性を有していた．またツツジ花弁l乙強い病原性を有するものは， ソラマメ葉l乙対しでも強い
病原性を示し，ツツジlと弱い病原性を示した菌株はソラマメにも弱い病原性を示した.Botrytis 
spp.の病原性については Deverall2叫らによって研究され，特lζ B.cinereaとB.fabaeの病原性
の比較をソラマメ葉で行ない， B.fabaeによる病斑形成が B.cinereaより容易であることを報告
している．本実験（第13表）からも， B.Jabaeは強い病原性をソラマメに示したものは当然であ
るが， B.cinereaの中にも強いものが18%（発病程度掛～出）もあり，ソラマメ摘葉での接種試
験で得られた病斑面積のみから両菌を比較しでも判然とした区別はつけがたい．両菌を接種した
場合の質的差異について検討する必要がある．
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図版説明（第2図参照）
Explanation of plate (cf. Fig. 2) 
Botワtiscinereaの蔚核型
Sclerotia type of Botワtiscinerea 
I. 菌核型I, Sclerotia type I . 
2. 菌核型I, Sclerotia type I . 
3. 菌核型II,Sclerotia type II. 
4. 菌核型N,Sclerotia type N. 
5. 菌核型V,Sclerotia type V. 
6. 菌核型VI,Sclerotia type VJ. 
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